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【１】コントロールパネルにログインします。 

 

 

【２】｢追加サービス｣の枠内に表示されている[データベース]をクリックします。 
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～データベースのバージョンを確認します～ 

 

【確認手順１】データベースの一覧からバックアップを行うデータベース名をクリックします。 

 ※タイプ列が「MS SQL」であるデータベースのバージョンを全て確認してください。 

 

 

【確認手順２】｢全般｣タブで[データベースの管理] 横に表示されているリンクをクリックします。 

 

 

【確認手順３】表示されるデータベースの管理ツール(MyLittleAdmin)で確認します。 

 

  

｢Microsoft SQL Server 2000｣の場合⇒次の手順へ進んでください。  

｢Microsoft SQL Server 2008 R2｣の場合⇒作業は必要ありません。  
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～データベースをバックアップします～ 

 

【バックアップ手順１】画面上部にある”データベース”をクリックしてデータベース一覧に戻ります。 

 

 

【バックアップ手順２】データベースの一覧からバックアップを行うデータベース名をクリックします。 

 

 

【バックアップ手順３】｢全般｣タブで[データベース名]を控えておきます。 

 

 

【バックアップ手順４】｢ユーザー｣タブに移り、[ユーザー名]をクリックします。 
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【バックアップ手順５】ユーザー名を控えておきます。 

 

※パスワードを忘れた場合は[編集]ボタンをクリックし、パスワードの変更後に[送信]をクリックで変更可能です。 

※パスワードは控えておいてください。 

 

 

【バックアップ手順６】ユーザーを削除します。左端にチェックを入れて[削除]ボタンをクリックします。 
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【バックアップ手順７】確認画面が表示されますので[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

【バックアップ手順８】画面右側の[リフレッシュ]をクリックすると、ユーザーが削除されたことが確認できます。 

 
 

 

 

 

【バックアップ手順９】続けて再度同じユーザー名でユーザーを作成します。[新しいユーザーを追加]ボタンをクリックします。 
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【バックアップ手順１０】【バックアップ手順５】で控えたユーザー名とパスワードを入力して[送信]ボタンをクリックします。 

 

 

【バックアップ手順１１】ユーザー名をクリックします。 

 

 

【バックアップ手順１２】[デフォルト設定]ボタンをクリックします。 
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【バックアップ手順１３】作成したユーザーが既定管理ユーザーとして設定されます。 

 

 

【バックアップ手順１４】下記の URL にアクセスし、各項目に入力して[connect]ボタンをクリックします。 

http://mla.win-sv.com/backup/ 

・Server name：SQL 2000 

・Database:に【バックアップ手順３】で控えたデータベース名 

・Login：【バックアップ手順５】で控えたユーザー名 

・Password：【バックアップ手順５】で控えたユーザー名のパスワード 
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【バックアップ手順１５】バックアップするデータベースの確認作業を行います。画面左上の[Manage Backup Files]をクリックしま

す。 

 

 

【バックアップ手順１６】 にあるプルダウンメニューをクリックし、対象の

データベースをクリックします。 

 

 

【バックアップ手順１７】 で[OK]ボタンをクリックします。 
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【バックアップ手順１８】 の を選択して[OK]ボタンをクリックし

ます。 

 

 

【バックアップ手順１９】データの登録がある場合、 に該当するファイル名が表示されるので一番左の削

除ボタンをクリックします。 

※データの登録がない場合、ファイル名は表示されませんので本作業は不要です。 

 

 

【バックアップ手順２０】確認画面が表示されますので[OK]ボタンをクリックします 
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【バックアップ手順２１】画面左上の[Backup databases]をクリックします。 

 

 

【バックアップ手順２２】 .にある Database 横のプルダウンメニューをクリックし、 

データベースをクリックし、  で[OK]ボタンをクリックします。 
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【バックアップ手順２３】 で[Backup]ボタンをクリックします。 

※ の「Set name」と「Set description」は空白のままでも大丈夫です。 

 

 

【バックアップ手順２４】 の下にバックアップファイルへの

リンクが表示されますので、クリックしてお手元のパソコンなどにダウンロードしてください。 

 

 

以上でバックアップは終了です。 

データベースが複数ある場合は同じ手順を繰り返してください。 
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～データベースをリストアします～ 

 

※既にリストアを実施し上手くいっていない場合は、念のため削除してから再作成してください。 

 

【リストア手順１】 [新しいデータベースを追加]ボタンをクリックしてバックアップを行ったデータをリストアする為の MSSQL2008

のデータベースを新規作成します。 

 
 

【リストア手順２】データベースタイプは[MS SQL(MSSQL Database)]を選択して[次へ]をクリックします。 

 

 

【リストア手順３】下記４項目を入力して[次へ]をクリックします。 

①データベース名：  

②データ容量の上限 

※データ容量の上限は 1 MB と 9,960 MB の間で設定可能です。 

ただし、データ容量とトランザクションログの合計サイズの上限は、9,960 MB 以内となるよう設定して下さい。 

③データベースユーザー名：  

※トランザクションログの上限は 1 MB と 9,960 MB の間で設定可能です。 

ただし、データ容量とトランザクションログの合計サイズの上限は、9,960 MB 以内となるよう設定してください。 

また、パーセントで設定されたトランザクションログ容量上限は、データ容量の上限に対して計算されます。 

④パスワード：  

※データベース名・データベースユーザー名・パスワードは控えておいてください。 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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【リストア手順４】入力内容を確認して[完了]をクリックします。 

 

 

【リストア手順５】下記の URL にアクセスし、各項目に入力して[connect]ボタンをクリックします。 

http://mla.win-sv.com/backup/ 

・Server name：SQL 2008 

・Database:に【リストア手順３】で作成したデータベース名 

・Login：【リストア手順３】で設定したユーザー名 

・Password：【リストア手順３】で設定したユーザー名のパスワード 

 

 

【リストア手順６】リストアするデータベースの確認作業を行います。画面左上の[Manage Backup Files]をクリックします。 
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【リストア手順７】 にあるプルダウンメニューをクリックし、対象のデー

タベースをクリックします。 

 

 

【リストア手順８】 で[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

【リストア手順９】 の 

を選択して[OK]ボタンをクリックします。 
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【リストア手順１０】データの登録がある場合、 に該当するファイル名が表示されるので一番左の削除ボ

タンをクリックします。 

※データの登録がない場合、ファイル名は表示されませんので本作業は不要です。 

 

 

【リストア手順１１】確認画面が表示されますので[OK]ボタンをクリックします 

 
 

【リストア手順１２】画面左上の[Restore databases]をクリックします。 
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【リストア手順１３】  の Database 欄.にあるプルダウンメニューをクリックしてデータベースを

選択し、 で[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

【リストア手順１４】 で[参照]ボタンをクリックし、バックアップしたファイルを選択して[OK]ボタンを

クリックします。 
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【リストア手順１５】 にアップロードしたバックアップファイ

ルが表示されますので、クリックして選択した状態にしてから再度[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

【リストア手順１６】 で[Restore]ボタンをクリックします。 
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【リストア手順１７】ポップアップ画面が表示されるので[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

【リストア手順１８】 で下記のメッセージ画面が表示されればリストアの完了です。 

※最終行に User mapping failed for the following users:～と表示されますが問題はありません。 

 

 

以上でリストアは終了です。 

データベースが複数ある場合は同じ手順を繰り返してください。 

 

 

*注意* 

MSSQL2000 から MSSQL2008 に切り替えたことで、｢データベース名｣・｢データベースユーザー名｣・｢パスワード｣が変更されて

おります。 

これらの情報を変更すると、ウェブサイトからの接続ができなくなる可能性がありますので、必要に応じてコンテンツに記載して

いる SQL 接続部分の情報を、本作業で設定した情報(｢データベース名｣・｢データベースユーザー名｣・｢パスワード｣)に変更し

てください。 

 


